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授業概要  

中国語の基礎知識を身につけている学生を対象とした中国語の授業である。読む・書く・聞く・話すなど中

国語の実践的運用能力の養成と中国語によるコミュニケーション力の向上を目指す。中国語で書かれた文章

（中国の政治・経済・社会・文化に関するトピックス）を読みこなし、その内容について自分の意見を中国語

で言えるという高い目標を設定している。一年間の中国の出来事をさまざまな角度から紹介するテキストを

使用することで、言語だけでなく、中国人の生活習慣、中国の歴史、中国社会の特徴も学び、異文化理解に必

要な知識の習得を期待したい。 

 

授業計画  

 
第 1 回 オリエンテーション：授業内容、授業方法、評価方法、テキストなど 

第 2 回 2022 年は中国の「スーパー宇宙年」 

第 3 回 楼蘭を破らずんば終に還らじ 

第 4 回 超クール！「閃光少女」 

第 5 回 国産ブーム、今なお健在 

第 6 回 「テント経済」に見る新たな消費トレンド 

第 7 回 北京冬季五輪のエピソード 

第 8 回 文字は時代を映し出す 

第 9 回 飲食こぼれ話 

第 10 回 若者は欲しがらず、老人は使いこなせないもの、なーんだ？ 

第 11 回 パンダの名前はどう決める？ 

第 12 回 デジタル化が市民生活の助けに 

第 13 回 消費は時代の移り変わりを映す鏡 

第 14 回 2000 年代生まれの職場改革 

第 15 回 総復習 

第 16 回 期末試験 

  
到達目標  

１、中レベルの会話力を身につけることができる 

２、テキストの文章を概ね音読できる 

３、自分の意見をほぼ中国語で表現できる 

４、中国文化についての基礎知識を習得する 

 

履修上の注意  

中国語Ⅰ（初級）、中国語Ⅱ（中級）の修得が履修の条件である。 

遅刻・早退、授業中の私語・スマホ操作は厳禁する。 

 

予習・復習  

講義予定内容の事前学習（予習）と授業後の復習は不可欠である（授業中に指示する）。 

 

評価方法  

期末試験（50%）、授業参加の積極性および課題の完成度（５0%）で評価する。 

 

テキスト  

教科書は初回の授業で指示する。   


